
トドワタムシ

春にトドマツやモミの新芽や若枝につくアブラムシ（幼虫と成虫）．最大長約2mm．緑色で体から白い綿を吹く．

苗畑や庭などでしばしば多発する．葉がそり曲がったり，すす病を併発するので木が汚れる．実害は少ないといわれている．

１．幼虫．2000/6/5．美唄市，庭のトドマツ．

【学名】 Mindarus japonicus 

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），アブラムシ科（Aphididae）

【分布】 北海道，本州．

【生態】

宿主：モミ属（モミ，トドマツなど）．

卵越冬．年３世代経過する．早春に卵が孵化し，新芽に寄生し吸汁加害する．６月末頃，３世代目の雌成虫が産卵する．卵期間

は夏から翌早春までと非常に長い．

発育ステージ ～３月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１～

卵（越冬） ＋＋＋ ＋＋＋ ‥ ‥＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

幼虫・成虫（加害） ‥■■ ■■■ ■‥

【被害と防除】

苗畑や庭などでしばしば多発する．煤病を併発し，新葉がねじれたり湾曲する．外見のわりに実害は少ないといわれており，防

除は普通必要とされない．
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「文章」 原秀穂，北海道立林業試験場，2001/2/8．
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「写真１」 原秀穂，北海道立林業試験場，2000．
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